
３．フレックストラベラー制度に関する情報

「フレックストラベラー制度」について
○制度の趣旨

○制度の概要
（１）オーバーセールスの発生が判明した時点で、自主的に予約便への搭乗を取りやめる旅客を航空会社が幅広く募集する。

フレックストラベラー制度の状況

H２７．４～６ 586 465 121 6,863,420 0.85 0.18
H２６．４～６ 1164 953 211 6,344,388 1.83 0.33
H２７．４～６ 1929 1593 336 8,903,992 2.17 0.38
H２６．４～６ 1764 1500 264 9,068,948 1.95 0.29
H２７．４～６ 67 47 20 662,560 1.01 0.30

H２６．４～６ 65 49 16 640,001 1.02 0.25
H２７．４～６ 34 34 0 405,106 0.84 0.00
H２６．４～６ 28 28 0 416,487 0.67 0.00
H２７．４～６ 15 8 7 106,882 1.40 0.65

H２６．４～６ 7 6 1 101,706 0.69 0.10
H２７．４～６ 31 25 6 389,912 0.80 0.15
H２６．４～６ 50 37 13 390,932 1.28 0.33
H２７．４～６ 54 50 4 347,255 1.56 0.12
H２６．４～６ 15 15 0 344,026 0.44 0.00

H２７．４～６ 168 168 0 556,058 3.02 0.00
H２６．４～６ 129 129 0 535,507 2.41 0.00
H２７．４～６

H２６．４～６

H２７．４～６ 2,884 2,390 494 18,235,185 1.58 0.27

H２６．４～６ 3,222 2,717 505 17,841,995 1.81 0.28

(注)１． 不足座席数＝搭乗手続きに来た予約客の数－提供座席数

２． 自主協力旅客数とは、航空会社の募集に応じて、当初予定していた便への搭乗をとりやめた旅客の人数をいう。

３． 『日本航空』は、日本航空、ジェイエアの合計、また、『全日本空輸』は、全日本空輸、ANAウイングスの合計。

搭乗できた旅客数
(全輸送人員）

全輸送人員に対する
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（1万人あたり）自主協力旅客数(注2)
搭乗できなかった旅客数

（不足座席数－自主協力旅客数）

不足座席数（注1）

該当無し

会社名

　オーバーセールス（搭乗手続に来た予約客の数が提供座席数を上回る結果、座席を提供できない予約客が発生すること）発生時における旅客の取扱いに関する統一的な
手続を定めることによって、オーバーセールスに対する公平かつ円滑な解決を実現し、利用者利便の向上を図るものである。

（２） 募集に応じて搭乗を実際に取りやめる旅客に対して、一定の協力金等を航空会社が支払う。

日本エアコミューター

琉球エアーコミューター

全輸送人員に対する搭乗
できなかった旅客の割合

（1万人あたり）

日本トランスオーシャン航空

日本航空(注3)

合計

スカイネットアジア航空

スターフライヤー

フジドリームエアラインズ

全日本空輸(注3)
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